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目次
上下水道事業経営等審議会が改定答申 P02
平成27年度決算報告 P03
井手町消防団　団員募集 P06
介護予防・日常生活支援総合事業 P07
子育て支援カレンダー P10

町の人口（3月１日現在）
男性 3,677 人
女性 3,925 人
計 7,602 人

　京都産業大学井手応援隊の学生たちと、町内の各保育園の園児たちが、
牛乳パック等を再利用して、手すきのハガキづくりを行いました。（P2）
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

水
道
料
金
20
年
ぶ
り
改
定

　
　

上
下
水
道
事
業
経
営
等
審
議
会
が
答
申

　

井
手
町
豊
か
な
緑
と
清
流
を
守

る
協
議
会
（
中
坊
睦
会
長
）
が
主

催
す
る
「
森
林
体
験
教
室
」
が
２

月
19
日
（
日
）、
今
年
も
大
正
池
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
が
、
森
の
中
で

の
丸
太
切
り
や
、
間
伐
材
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
体
験
な
ど
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　

幅
広
い
世
代
に
森
林
保
全
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
息
の
長

い
保
全
活
動
に
つ
な
げ
て
い
こ
う

と
、
同
協
議
会
が
毎
年
開
い
て
い

る
事
業
で
、
今
回
で
10
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

町
内
の
子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、

約
50
人
が
参
加
し
、
森
林
で
の
一

日
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
者
教
養
講
座
「
井
手
玉
川

大
学
」
の
閉
講
式
と
平
成
28
年
度

の
最
終
講
座
が
２
月
16
日
（
木
）、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
に
参
加
す

る
意
欲
と
実
践
力
を
高
め
よ
う
と
、

毎
年
開
い
て
い
る
講
座
で
、
今
年

度
は
１
８
８
人
が
参
加
し
て
、
全

７
回
シ
リ
ー
ズ
で
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
松
田
定
教
育
長
が
式

辞
を
述
べ
た
あ
と
、
修
了
証
を
授

与
し
、
皆
勤
賞
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
回
は
６
回
目
の
講
座
ま
で
に
５

回
以
上
出
席
し
た
61
人
に
修
了
証

が
、
ま
た
28
人
に
皆
勤
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
最
後
と
な
っ
た
講
座
で

受
講
者
61
人
に
修
了
証
書

　

井
手
玉
川
大
学
が
閉
講
式最終講座で講演する桂三扇さん

【
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
】

▽
阪
脇
謙
治
さ
ん
か
ら
３
万
円
の

寄
付

　

町
で
は
、
こ
の
善
意
の
寄
付
を

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
積
み
立
て
、

今
後
の
事
業
等
に
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

井
手
町
上
下
水
道
事
業
経
営
等

審
議
会
（
会
長
＝
西
垣
泰
幸
龍
谷

大
学
経
済
学
部
教
授
）
は
２
月
23

日
（
木
）、
水
道
料
金
体
系
を
見
直

し
、
料
金
を
引
き
上
げ
る
答
申
を
、

汐
見
明
男
町
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

料
金
の
改
定
率
は
、
家
事
用
の

口
径
20
ミ
リ
管
で
１
カ
月
当
た
り

の
使
用
水
量
が
20
立
方
メ
ー
ト
ル

の
標
準
的
な
世
帯
で
７
％
、
全
世

帯
の
平
均
改
定
率
は
16
％
が
妥
当

な
水
準
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

答
申
で
は
「
平
成
９
年
度
の
料

金
改
定
を
最
後
に
、
消
費
税
増
税

に
伴
う
料
金
改
定
を
除
き
、
実
質

的
な
料
金
改
定
を
実
施
し
て
お
ら

ず
、
徹
底
し
た
経
費
削
減
を
行
う

こ
と
で
現
行
料
金
を
維
持
し
て
き

た
。
人
口
減
少
や
節
水
機
器
普
及

な
ど
に
よ
り
料
金
収
入
が
減
少
す

る
一
方
、
老
朽
化
す
る
施
設
の
更

新
時
期
到
来
に
よ
る
将
来
的
な
財

源
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
」
と
し
て
、
水

需
要
の
動
向
、
水
道
施
設
や
経
営

状
況
か
ら
、
料
金
の
引
き
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
と
ま
と
め
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
負
担
の
公
平
性
の
観
点

か
ら
、
用
途
別
料
金
体
系
を
、
水

道
管
の
口
径
に
よ
っ
て
料
金
を
設

定
す
る
口
径
別
料
金
体
系
へ
見
直

す
こ
と
や
、
単
身
高
齢
世
帯
な
ど

小
口
径
使
用
者
へ
の
基
本
料
金
引

丸
太
切
り
な
ど
楽
し
む

　

大
正
池
で
森
林
体
験
教
室クラフト体験を楽しむ参加者たち

　

京
都
産
業
大
学
井
手
応
援
隊
の

学
生
た
ち
と
、
町
内
の
各
保
育
園

の
園
児
た
ち
が
、
昨
年
実
施
し
た

「
み
ん
な
で
燈
そ
う
！
井
手
！
み

ね
ー
し
ょ
ん
２
０
１
６
」
で
使
用

し
た
牛
乳
パ
ッ
ク
の
灯
篭
を
再
利

用
し
て
、
手
す
き
の
ハ
ガ
キ
づ
く

り
を
行
い
ま
し
た
。

　

ハ
ガ
キ
は
、溶
か
し
た
牛
乳
パ
ッ

ク
を
特
製
の
木
枠
で
す
く
い
取
り
、

ア
イ
ロ
ン
で
水
分
を
飛
ば
す
と
完

成
。
ハ
ガ
キ
に
は
、
園
児
た
ち
の

保
護
者
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
書
き
込
ま
れ
、
実
際
に
ポ
ス
ト

に
投
函
さ
れ
ま
し
た
。

牛
乳
パ
ッ
ク
、
ハ
ガ
キ
に
再
生

　
　
　

京
産
大
生
と
保
育
園
児

き
下
げ
、
ま
た
大
口
径
使
用
者
に

と
っ
て
も
過
度
な
負
担
に
な
ら
な

い
よ
う
引
き
上
げ
率
へ
の
配
慮
を

求
め
て
い
ま
す
。

は
、
桂
文
枝
一
門
の
女
流
落
語
家
、

桂
三
扇
さ
ん
が
「
笑
い
と
健
康
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

汐見町長に答申書を手渡す西垣会長（左）

学生たちとハガキづくりを楽しむ園児たち

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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平成２７年度決算報告平成２７年度決算報告

一般会計決算
　４億１２７１万６千円の黒字でした
一般会計決算
　４億１２７１万６千円の黒字でした

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
と
６

つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・

多
賀
地
区
簡
易
水
道
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
公
共

下
水
道
事
業
・
多
賀
財
産
区
）、
井

手
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
は
、

昨
年
９
月
の
定
例
町
議
会
に
提
案

さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
議
に
付

さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
の
12
月
定
例

町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
に
お
け
る
決
算
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

45
億
１
５
８
２
万
４
千
円
に
対

し
、
歳
出
41
億
３
１
０
万
８
千

円
で
、
差
し
引
き
形
式
収
支
で

は
、
４
億
１
２
７
１
万
６
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
翌
年
度
へ
の
繰
越

明
許
財
源
４
８
３
６
万
４
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

３
億
６
４
３
５
万
２
千
円
と
な
り
、

こ
れ
が
平
成
28
年
度
へ
の
繰
越
金

と
な
り
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
の
報
告
で
は
、「
我
が

国
の
経
済
動
向
は
、
各
種
政
策
の

効
果
に
よ
り
緩
や
か
な
景
気
回
復

が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
井
手
町
の
よ
う
に
財
政
基

盤
の
弱
い
自
治
体
で
は
、
景
気
回

復
が
十
分
に
波
及
す
る
と
は
限
ら

な
い
た
め
、
油
断
せ
ず
健
全
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
歳
入

の
確
保
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
歳
出
に
つ
い

て
は
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
、
施
策
の
緊
急

度
・
重
要
度
や
経
済
性
・
効
率
性
・

有
効
性
を
判
断
し
な
が
ら
、
安
全
・

安
心
の
た
め
の
防
火
水
槽
の
設
置

や
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
、
ま
た

町
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
各

種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
防
災
拠
点
の

役
割
を
果
た
す
新
庁
舎
の
建
設
事

業
や
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
高
速
化
・

複
線
化
事
業
、
玉
水
駅
周
辺
整
備

事
業
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
の
基

金
を
計
画
的
に
積
み
立
て
ら
れ
て

い
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
有
効

に
運
用
し
健
全
な
行
財
政
運
営
に

努
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
評
価
す

べ
き
点
が
随
所
で
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
実
施
事
業
の
年
度
内

の
完
了
は
、
大
い
に
評
価
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
」
と
総
括
さ
れ

会計別 歳入 歳出 翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支

一般会計 4,515,824 4,103,108 48,364 364,352

特
別
会
計

国民健康保険
特別会計 1,280,936 1,277,318 0 3,618

多賀地区簡易水道
事業特別会計 48,729 47,579 0 1,150

後期高齢者医療特別会計 89,401 87,614 0 1,787
介護保険
特別会計 803,718 750,084 0 53,634

公共下水道事業特別会計 382,609 374,225 0 8,384
多賀財産区
特別会計 3,272 3,164 0 108

井手町水道
事業特別会計

収益的収入 収益的支出 差引額
135,840 121,957 13,883

資本的収入 資本的支出 差引額
1,512 35,566 △ 34,054

計 137,352 157,523 △ 20,171

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費税含）

表１ 各会計別　歳入・歳出 （単位：千円）
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
後
も
、
第
４
次
総
合

計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
理
念
を

実
現
す
る
た
め
、
歳
入
・
歳
出
両

面
に
お
い
て
中
・
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
実
効
性
の
あ
る
事
務
事

業
の
進
行
管
理
に
基
づ
い
た
行
財

政
運
営
に
よ
り
健
全
財
政
を
維
持

し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
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歳入（収入）歳入（収入）
平成２７年度決算報告

●歳入
　 歳 入 は ４ ５ 億 １ ５ ８ ２ 万 ４ 千 円 で、 前 年 度 よ り
３ 億 ４ １ ８ ８ 万 ９ 千 円（ ７．０ ％） の 減 で す。 主 な
も の は、 町 税 ５ １ ０ 万 ８ 千 円、 地 方 消 費 税 交 付 金
６９７１万７千円、地方交付税１０９１万７千円、
府 支 出 金 １ １ ４ ５ 万 ９ 千 円 が 増 加 し、 国 庫 支 出 金
１億５８７万６千円、財産収入４８４１万７千円、繰入
金７９６５万６千円、繰越金１億２１０９万２千円、町
債６４８０万円が減少しています。

■町税
８億９４６８万２千円（対前年度比０．６％増）

　町税収入は、歳入全体の１９．８% を占め、１世帯あ
たり２６万４３０８円、１人あたり１１万５７１２円
を納めていただいたことになります。

■地方消費税交付金
１億７０５６万５千円（対前年度比６９．１％増）

　地方消費税の１／２に相当する額が、市町村に交付
されるものです。

■地方交付税
１７億１４３９万６千円（対前年度比０．６％増）

　地方公共団体が、標準的な行政運営を行う場合、財
源不足額に応じて国から交付されるお金です。歳入全
体の３８．０％を占めています。

■国庫支出金
３億４５６８万２千円（対前年度比２３．４％減）

　国の行政に要する経費、町の特定の施策を行うため
の経費に充てるため、その財源の全部または一部をそ
の目的、性格により、負担金、補助金、委託金の三つ
に分類されて交付されるものです。

■財産収入
４２２５万７千円（対前年度比５３．４％減）

　土地建物貸付収入、各種基金運用益です。

■町債
２億２４５０万円（対前年度比２２．４％減）

　地方交付税の代替え財源としての臨時財政対策債
１億６６１０万円のほか、町道整備、消防防災施設整
備などに充当するため５８４０万円借り入れしていま
す。

依
　

存　財　源

自　
主

　
財

　
源

歳入
45 億 1582 万 4 千円

町税
19.8%

繰入金 5.0%

繰越金 9.0%

－諸収入 1.0%

\ その他 2.8%地方交付税
　　38.0%

国庫支出金
　　　7.7%

府支出金
　　　6.7%

町債 5.0%
　　　　 \

その他 5.0%
―

歳出
41 億 310 万 8 千円

人件費
　　20.0%

扶助費
　　8.9%

公債費 6.2%

普通建設事業費
　8.6%物件費

　13.1%

補助費等
　13.8%

積立金
18.0%

維持補修費
　　0.3%　\

操出金
　11.1%

一般会計
41 億 310 万 8 千円

総務費
1,434,039 千円

民生費
889,614 千円

 /
衛生費
243,218 千円

　　　　／
農林水産業費
43,344 千円

　土木費
564,009 千円

商工費
59,785 千円
　　　　\

消防費
238,357 千円

教育費
292,021 千円

災害復旧費
23,504 千円 \

公債費 252,442 千円
― 　議会費 62,775 千円

／

‐用語の解説‐
【自 主 財 源】　町自らが収納・徴収できる財源
【依 存 財 源】　国や県から交付・割り当てられる財源
【地方交付税】　自治体の財政力に応じて国から交付されるお金
【繰　入　金】　財政調整基金等（家庭の貯金にあたる）の取り崩しなどにより繰り入れたお金
【繰　出　金】　特別会計などに繰り出したお金
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歳出（支出）歳出（支出）

■総務費
１４億３４０３万９千円（対前年比１７．７％減）

・井手町総合戦略策定業務 ８８４万７千円
・社会保障・税番号制度関連機器購入及びシステム負担金

９５３万９千円
・特別会計繰出金 ４億５７０８万５千円
・交通安全施設整備 １８２万５千円
・コミュニティ助成 ７５０万円
・LED 照明整備 ２７２万２千円
・庁舎等整備基金積立 ５億円
・JR 奈良線高速化・複線化第二期事業費補助

１２５０万３千円
・各区街灯及び商工会公安灯助成 １９２万円

■民生費
８億８９６１万４千円（対前年度比３．１％減）

・社会福祉協議会活動費 １７６８万５千円
・障害者自立支援事業 １億７４９２万６千円

・臨時福祉給付金 １４３４万４千円
・児童手当等 １億５１６万５千円
・老人医療 １３８３万１千円
・人権交流センター高圧電気設備・施設改修

２３１万３千円

■衛生費
２億４３２１万８千円（対前年度比１２．３％減）

・予防接種事業、健康増進等予防費 ３１５７万円
・乳児健診等母子保健費 ５４８万７千円
・一般廃棄物収集運搬委託 ３３４５万５千円
・城南衛生管理組合分担金 ９３２９万３千円
・保健センター改修 １６８万７千円

■農林水産業費
４３３４万４千円（対前年度比１５．３％増）

・有害鳥獣駆除 ４１９万６千円
・豊かな緑と清流を守る森林整備事業

２６１万８千円
・農地・水・環境保全向上対策事業 ４７４万６千円

●歳出
　 歳 出 は ４ １ 億 ３ １ ０ 万 ８ 千 円 で、 前 年 度 よ り
３億４６２９万３千円（７．８％）の減となりました。
主な支出は次のとおりです。

■商工費
５９７８万５千円（対前年度比８０．０％増）

・プレミアム付商品券発行事業補助 １６７３万３千円
・商工会振興事業 ７５０万円
・桜まつり ５７２万９千円
・（仮称）お茶の京都・まちづくりセンター椿坂周辺整備計画策定

２９８万１千円
・観光パンフレット作成 ４５９万４千円
・観光案内サイン改修 ７６１万２千円

■土木費
５億６４００万９千円（対前年度比２２．３％増）

・町道 1 号線他道路改良 ７８５６万６千円
・ＪＲ山城多賀駅エレベータ整備 １３０３万２千円
・ＪＲ玉水駅周辺整備 １０７４万７千円
・橋梁長寿命化修繕 ６８５万７千円
・合藪ポンプ場施設整備 ４８１万３千円
・下排水路改修工事 ５４４２万６千円
・改良住宅等改修 ８０４万７千円
・町営住宅長寿命化改修 ６０９３万１千円

■消防費
２億３８３５万７千円（対前年度比９．５％増）

・常備消防設置委託 １億６００８万１千円
・消防車庫整備 ５２０万４千円
・防火水槽設置 １７４２万６千円
・防災広報車購入 ２７３万２千円
・防災マップ作成業務 ３００万円

■教育費
２億９２０２万１千円（対前年度比１０．２％減）

・泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業
３１９万３千円

・小・中学校教育情報化推進 ８３０万６千円
・文化財発掘調査 ２１３万５千円
・図書館情報システム機器更新 １５０６万４千円
・給食センター施設整備 １１３万８千円

■災害復旧費
２，３５０万４千円（対前年度比７８．９％減）

・才田川他河川災害復旧事業 ２３４８万８千円

■公債費
２億５２４４万２千円（対前年度比４．５％減）

・償還元金 ２億１７６４万７千円
・償還利子 ３４７９万５千円

平成２７年度決算報告
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井
手
町
消
防
団
で
は

　

新
入
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

あなたの力を地域防災に！

　

井
手
町
で
は
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
近
年
、
消
防
団
員

は
全
国
的
に
減
少
し
て
お
り
、
井

手
町
で
も
消
防
団
員
の
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域

の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
消
防
・

防
災
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
町
総

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

入
団
資
格

（
１
）
井
手
町
内
に
居
住
す
る
方

（
２
）
年
齢
満
18
歳
以
上
、
満
45
歳

未
満
の
方
（
大
学
生
、
専
門
学
校

生
含
む
）

（
３
）
志
操
堅
固
で
、
か
つ
身
体
強

健
な
方

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

井
手
町
総
務

課
（
℡
82
‐
６
１
６
１　

直
通
）

　

消
防
団
と
は
、
常
勤
で
働
く
消

防
職
員
と
は
違
い
、「
自
分
た
ち
の

ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
精
神
に
基
づ
き
、
生
業
を
持
ち

な
が
ら
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守

る
た
め
に
集
ま
る
市
町
村
の
消
防

機
関
の
一
つ
で
、
特
別
職
の
地
方

公
務
員
で
す
。

　

火
災
発
生
時
に
お
け
る
消
火
活

動
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大

規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
救
助
・

救
出
活
動
、警
戒
巡
視
、避
難
誘
導
、

災
害
防
ぎ
ょ
活
動
な
ど
に
従
事
し
、

地
域
住
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

平成２６年４月に実施した消費税率引上げに伴う所得の少ない方への影響
を緩和するために支給するものです。

＜給付対象者＞・・・平成２８年１月１日に井手町に住民登録のある方で、
平成２８年度分の住民税（均等割）が課税されていない方（住民税課税者
の扶養親族になっている方や生活保護の受給者である方は対象外）です。

＜給付額＞・・・給付対象者１人につき　１５，０００円

＜申請期間＞・・・平成２９年６月３０日（金）まで

○対象者と思われる方に２月末に申請書（うすいオレンジ色）を発送しま
したので、期間内に申請をお願いします。

○平成２８年度臨時福祉給付金（水色の申請書）は申請期間が終了致しま
したので、受付できません。ご注意ください。
　
○支給が決定した方には平成２９年４月から給付金の支給を開始します。
支給決定通知書を順次送付しますのでご確認ください。

○申請期間等は各市町村により異なりますので、井手町以外が申請先とな
る方は、事前にその市区町村に問い合わせるか、ホームページなどでご確
認ください。

問い合わせ先　　
住民福祉課　　　　　　　　　　TEL：８２－６１６４
厚生労働省　相談専用ダイヤル　TEL：０５７０－０３７－１９２

臨時福祉給付金（経済対策分）のご案内臨時福祉給付金（経済対策分）のご案内
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いつまでも、自分らしい暮らしを続けるために

○新しい総合事業とは？
　団塊の世代の方が 75 歳以上になる平成 37 年に向け
て、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後
まで続けることができるように、地域全体で高齢者を
支えるとともに、高齢者自身も自らの持つ能力を最大
限まで活かして、要介護状態となることを予防するこ
とが大切です。
　そのための仕組みとして、介護保険制度において、「介
護予防・日常生活支援総合事業（略して総合事業）」が
創設されました。
　井手町では、平成 29 年４月から、介護予防と日常生
活の自立を支援することを目的として、「総合事業」を
開始します。

○今までと何がどうかわるの？
１　現在の要支援認定を受けた方が利用できるサービ
スのうち、次の２つのサービスを「総合事業」として
開始します。
　　（１）介護予防訪問介護（ホームヘルプサービス）
　　（２）介護予防通所介護（デイサービス）
２　サービス利用の手続きの一部を簡素化しました。
　訪問型サービス（ホームヘルプサービス）と通所型
サービス（デイサービス）のみを利用する場合は、要
支援認定者の他、要介護認定を省略して「基本チェッ
クリスト※１」により、サービスの利用が必要だと判
断されると「事業対象者」としてサービスを利用でき
るようになります。

■平成 29 年４月から、
　　　介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）が始まります

○介護予防の訪問看護、通所リハビリ、福祉用具貸与・購入、住宅改
修などのサービスを利用する場合は、引き続き要支援認定が必要にな
ります。

※１　基本チェックリストとは？本人の状況を確認するための
　　　質問票です。質問は、運動機能や栄養状態、もの忘れ等
　　　に関する項目です。

現行 平成 29 年４月から
介護給付（要介護１～５）
介護予防給付（要支援１・２）
　・住宅改修　・福祉用具
　・訪問看護　・通所リハなど

➡ 現行どおり変更ありません。

介護予防給付（要支援１・２）
　・訪問介護　　・通所介護

➡ 【総合事業】
（要支援１・２、事業対象者）
　・訪問型サービス
　・通所型サービス

（65 歳以上の方）
　・一般介護予防事業

介護予防事業
　・一次予防事業
　　（山吹ふれあい体操など）
　・二次予防事業
　　（元気塾）

➡

総合事業に関するＱ＆Ａ
Ｑ　いつから総合事業を利用できますか？
Ａ　平成 29 年４月１日以降、総合事業を利用できます。
　　現在、介護予防訪問介護・介護予防通所介護を利用している方は、介護認定の更新時期に合
　わせて、総合事業に順次移行します。

Ｑ　総合事業のサービスと今までのサービスの違いは？
Ａ　総合事業は井手町独自の基準を設定したサービスです。
　　総合事業に移行する介護予防訪問介護・介護予防通所介護は、国の基準を引き継ぐため、今
　までと同様のサービスを利用することができます。
　　今後、新設するサービスでは、サービス提供形態（提供時間や従業者の基準等）を多様にし
　た設定を行います。

Ｑ　要介護１～５の方は何か変わりますか？
Ａ　要介護の方はサービスの変更はありません。要介護認定の手続きもこれまでと同じです。
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バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

　

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に

■
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
そ
の
年

の
４
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

盗
難
な
ど
で
、
現
在
所
有
し
て

い
な
く
て
も
廃
車
の
手
続
き
を
さ

れ
ま
せ
ん
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
・
名
義
変
更
の
手

続
き
を
す
る
場
所
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※
４
月
１
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
実

際
に
は
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
な
い
の
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
陸
運
支
局
等
で
は
毎
年
、

年
度
末
の
３
月
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
・

異
動
・
廃
車
等
の
申
請
は
、
で
き

る
だ
け
早
め
（
３
月
15
日
ご
ろ
ま

で
）
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
は
４
月
中
旬
に
発
送
い
た
し
ま

す
の
で
、
４
月
21
日
（
金
）
ま
で

に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い

方
、
も
し
く
は
、
廃
車
申
告
等
の

手
続
き
を
さ
れ
た
の
に
納
税
通
知

書
が
届
い
て
い
る
方
は
、
お
手
数

で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
は
納
期
限
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、納
期
限
（
５

月
１
日
（
月
））
ま
で
に
税
務
課
で

申
請
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
等
】

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り

ま
す
）

○
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

種類 手続場所

原動機付自転車（排気量 125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用・その他）

役場税務課
　　℡ 82-6163

軽自動車
二輪 　125cc 超

　　　250cc 以下
京都運輸支局
　℡ 050-5540-2061

三輪
四輪 660cc 以下 軽自動車検査協会

　℡ 050-3816-1844

二輪の小型自動車（250cc を超えるもの）京都運輸支局
　℡ 050-5540-2061

○
障
害
者
手
帳
等
に
関
す
る
証
明

書○
当
該
車
両
を
使
用
さ
れ
る
方
の

運
転
免
許
証

○
軽
自
動
車
検
査
書

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
）

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
（
紙
製
の
も

の
）
＋
本
人
確
認
書
類
（
障
害
者

手
帳
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

な
お
、
減
免
対
象
者
は
一
定
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　

納
税
者
が
町
内
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
と
「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
が
縦
覧
で

き
ま
す
。

○
縦
覧
事
項

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

建
築
年
、
評
価
額

▽
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
、
借
地
人
・
借
家
人
が
使
用

し
て
い
る
固
定
資
産
、
賦
課
期
日

後
に
固
定
資
産
を
取
得
さ
れ
た
方

な
ど
が
、対
象
資
産
に
つ
い
て
「
固

定
資
産
課
税
台
帳
」
に
記
載
さ
れ

た
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
閲
覧
事
項

「
土
地
課
税
台
帳
」所
有
者
の
住
所
・

氏
名
、土
地
の
所
在
、地
番
、地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど

「
家
屋
課
税
台
帳
」所
有
者
の
住
所
・

氏
名
、
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、

評
価
額
な
ど

「
償
却
資
産
課
税
台
帳
」
所
有
者
の

住
所
・
氏
名
、
取
得
価
格
、
帳
簿

価
格
、
評
価
額
な
ど

《
必
要
書
類
等
》

①
印
鑑
（
認
印
）

②
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

③
本
人
が
確
認
で
き
る
免
許
証
等

④
委
任
状
と
代
理
人
本
人
が
確
認

で
き
る
免
許
証
等

⑤
賃
貸
借
契
約
書
と
本
人
が
確
認

で
き
る
免
許
証
等

⑥
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
と
本
人
が
確
認
で
き
る

免
許
証
等

▽
縦
覧
期
間　

平
成
29
年
４
月
３

日
か
ら
５
月
１
日
（
土
、
日
・
祝

日
を
除
く
）

▽
閲
覧
期
間　

平
成
29
年
４
月
３

日
か
ら
翌
年
３
月
30
日
（
土
、
日
・

祝
日
及
び
12
月
29
日
か
ら
１
月
３

日
を
除
く
）

▽
縦
覧
・
閲
覧
時
間　

午
前
８
時

半
か
ら
午
後
５
時
15
分
（
正
午
か

ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

▽
場
所　

税
務
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課
（
℡

82
‐
６
１
６
３
）
ま
で

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産税台帳等の閲覧のできる方
縦覧・閲覧のできる方 必要書類等

縦
覧

納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を納めている方） ①・②または③
納税者と同一世帯の親族 ①・②または③

納税管理人 ①・②または③
納税者の代理人 ①・④

閲
覧

納税義務者 ①・②または③
納税義務者の代理人 ①・④

借地人・借家人 ①・⑤
賦課期日後に固定資産を取得された方など ①・⑥
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町
民
税
・
府
民
税
の
申
告

　
　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
民
税
・
府
民
税
の
申
告
は
、

あ
な
た
の
昨
年
１
年
間
（
平
成
28

年
１
月
１
日
～
平
成
28
年
12
月
31

日
）
の
全
て
の
所
得
及
び
控
除
な

ど
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
町
民
税
と
府
民
税
を
計
算
す

る
重
要
な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

【
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
】

〇
平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
井

手
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
昨

年
１
年
間
に
所
得
が
あ
り
、
所
得

税
の
確
定
申
告
の
提
出
の
必
要
の

な
い
人
（
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
や
公
的
年
金
支
払
報
告
書

が
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

〇
給
与
や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
所
得

控
除
（
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
）
が
あ
る
人

※
公
的
年
金
等
の
収
入
４
０
０
万

円
以
下
で
確
定
申
告
の
必
要
が
な

い
場
合
で
も
住
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
得
の
な
か
っ
た
人
】

　

申
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
告
が
な
い
と
福
祉
関
係
や
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
に
影
響

が
出
る
場
合
や
所
得
に
関
す
る
証

明
書
の
発
行
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
合
せ
は
税
務
課
（
℡
82
‐

６
１
６
３
）
ま
で
。

　

自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
税
及

び
軽
自
動
車
税
（
原
動
機
付
自
転

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
を
除
く
）

の
申
告
書
受
付
事
務
等
が
平
成
29

年
４
月
か
ら
京
都
地
方
税
機
構
に

お
い
て
共
同
処
理
さ
れ
、
受
付
が

京
都
府
自
動
車
税
管
理
事
務
所
建

物
内
に
あ
る
窓
口
に
一
本
化
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
原
動
機
付
自
転
車
及
び

小
型
特
殊
自
動
車
の
受
付
事
務
は
、

従
来
ど
お
り
役
場
税
務
課
に
て
行

い
ま
す
。

◎
自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
税
及

び
軽
自
動
車
税
（
原
動
機
付
自
転

車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
を
除

く
）
の
申
告
書
受
付
事
務
等
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
京
都
地
方

税
機
構
（
℡
０
７
５
‐
４
１
４
‐

４
４
９
９
）
ま
で
、
原
動
機
付
自

転
車
及
び
小
型
特
殊
自
動
車
の
申

告
書
受
付
事
務
等
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
役
場
税
務
課
（
℡
82

‐
６
１
６
３
）
ま
で
。

４
月
か
ら
受
付
窓
口
が

京
都
地
方
税
機
構
に
な
り
ま
す

「空き家バンク」 をご存知ですか！

居住可能な空き家の情報提供にご協力を！！
　井手町では、定住促進と地域の活性化を図るため、町内への移住希望者に空き家に関する情報を提供する「空
き家バンク」を開設しております。
　空き家のままにしておくと、防犯、防災、景観の面でも好ましくありません。井手町内に空き家を所有して
いる方で、売却や賃貸をご検討いただける物件がある場合は、ぜひ「井手町空き家バンク」に登録してください。

■「空き家バンク」とは
　空き家を所有する方からの登録の申し込みを受け、登録された空き家の物件情報を公開し、町内に居住を希
望する人に町のホームページなどで広く情報提供する仕組みです。

■空き家登録の手順
（１）登録の申し込み
　地域創生推進室へ登録申込書など必要書類を提出いただきます。その際、物件の簡易調査等を行う場合があ
ります。

（２）物件の登録
　空き家バンクへの登録が可能と判断された場合、登録台帳に登録
するとともに、物件の所在地、状況、間取り、所有者の希望条件な
どの情報を、町のホームページに掲載します。

■利用希望者の手順
（１）空き家情報の閲覧
　町のホームページで閲覧できます。

（２）利用の申し込み
　利用を希望する物件があった場合、「利用申込書」「誓約書」を地
域創生推進室に提出いただきます。利用希望者、利用目的などが適
当と認められた場合、空き家の所有者及び仲介を行う登録事業者に
通知します。

（３）交渉・契約
　利用希望者が所有者または登録事業者との交渉を希望した場合、重
要事項説明の後に契約締結となります。町は交渉・契約には関与し
ません。

■問い合わせ
　地域創生推進室（℡８２－６１７０）まで
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪
【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1歳半～ 2歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2歳半～ 4歳まで（申込制）

＊さんさん会
対象：妊婦から 3歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2カ月～ 1歳くらいまで
活動日：火曜日（月１回）
参加費：1回 500円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

3 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）
と　　　　　き 内　　容 場所・備考

13日（月）10：00～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

14日（火）10：30～ 11：40 のびのびクラブ ※申込制

16日（木）
10：30～ 11：30 玉川保育園園庭開放

10：30～ 12：00 さんさん会

17日（金） 9：45～ 12：00 たんぽぽ広場
「バスでお出かけ」 ※申込制

21日（火）10：00～ 11：40 すくすくクラブ ※申込制

4月

４月の予定は、子育て支援センターにお問い合わせください

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30～ 16：30
　　　　　　土曜日　8：30～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82－ 2232）までお問い合わせください

一時預かり

　３月に入ると寒さも峠を越え、火の取扱いに対する注意が緩みがちになります。
また、この時季は空気が乾燥し、風の強い日が多いため火災が拡大しやすく、毎年
かけがえのない人命や貴重な財産が数多く失われています。

「３つの習慣・４つの対策」で火事を起こさないようにして下さい。

　　　　住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
　　　　　　　－３つの習慣・４つの対策－

　３つの習慣
　　○　寝たばこは、絶対やめる。
　　○　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　　○　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
　４つの対策
　　○　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　　○　寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎製品を使用する。
　　○　火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
　　○　お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

　　　　　　　　お問い合わせは、京田辺市消防署井手分署　（℡ 82 ‐ ３０００）

京田辺市消防署井手分署からのお知らせ
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部落差別のない社会の実現をめざして！
『部落差別の解消の推進に関する法律』
　　　　　　　　　　　　が施行されました

お
茶
の
京
都
博

二
〇
十
七
年
四
月
開
宴

オープニングイベント
　　　さくら茶会
2017 年 4 月 1 日（土）・2日（日）10:00 ～ 16:00
淀川河川公園背割堤地区［八幡市］

　会場へは公共交通でお越し下さい。
　無料バス「かぐや姫・さくら周遊バス」運行
　向日市 、長岡京市、大山崎町の JR・阪急の主要駅
　　　　　　↓
　八幡市（さくらであい館）
　京阪八幡市駅、JR 山崎駅からレンタサイクルが利用できます。

お茶の京都博のさくらイベント
・宇治川さくらまつり（宇治市）
・京田辺市花見 week2017（京田辺市）
・井手町さくらまつり（井手町）
・木津川の流れ橋、桜づつみ、浜茶をめぐるウォーク（城陽市）
・南山城村さくらまつり（南山城村）
・笠置さくらまつり（笠置町）
・地域が元気！さくら福祉まつり（宇治田原町）

道の駅「お茶の京都みなみやましろ村」オープンイベント
「お茶の京都イーストゲートオープンフェス」
4 月 15 日（土） 9:00 ～　　南山城村大字北大河原 R163 沿い

お問合せ お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付）　075-414-4529

　平成２８年１２月１６日、「部落差別の解消の推進に関する法律」が公布、施行されました。
　部落差別とは、同和地区と呼ばれる特定の地域出身であることや、そこに住んでいることを理由に結婚を反
対されたり、就職や日常生活において様々な差別を受けるという日本固有の人権問題です。しかし、今なお、
戸籍等の不正取得による悪質な身元調査や土地差別調査事件のほか、最近ではインターネット上での差別を助
長する内容の書き込み、拡散させるような事象も発生しています。
　この法律は「現在もなお部落差別は存在する」と明記され、「基
本的人権を保障する憲法の理念にのっとり、部落差別は許されな
い。解消することが重要な課題」としています。
　また、地方自治体の責務として、国と連携し、相談体制の充実
や教育・啓発、実態調査等、部落差別の解消に向けて努めること
としています。
　本町では、この法律の趣旨を踏まえ、部落差別のない社会の実
現のため、京都府等と連携しながら、引き続き積極的に取り組ん
でまいります。
　私たちみんなが力を合わせて、町民一人ひとりの人権が尊重さ
れ、すべての町民が心豊かで自分らしく生き生きと暮らせる社会
の実現をめざしましょう。
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「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日　

時
／
４
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　
　

会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
４
月
８
日
（
土
）
午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
） ●

Information

おしらせ

　

元
気
塾
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
で
き
る
だ

け
介
護
保
険
に
頼
ら
ず
、
心
も
体
も
元
気
で

健
康
に
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
65

歳
以
上
の
方
が
無
理
な
く
楽
し
く
運
動
で
き

る
教
室
で
す
。

対
象
／
井
手
町
に
お
住
い
の
65
歳
以
上
で
、

次
の
項
目
に
該
当
す
る
方

▽
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
※
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）」
に
よ
り
、

運
動
機
能
低
下
の
恐
れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ

た
方

▽
井
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
教
室
へ
の
参
加
が
望
ま
し

い
と
判
断
し
た
方

※
要
介
護
1
～
5
の
認
定
を
受
け
た
方
は
、

対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
予
め
ご
了
承
下

さ
い
。

内
容
／
血
圧
測
定
、
体
調
チ
ェ
ッ
ク
、
準
備

体
操
、
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
骨
盤
体
操

＆
全
身
持
久
力
、
在
宅
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
認
知

症
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム

日
程
／
４
月
17
日
～
９
月
11
日
ま
で
の
毎
週

月
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
（
全
21
回　

※
休

み
の
週
も
あ
り
ま
す
）

場
所
／
玉
泉
苑

＊
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
井
手

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
℡
82
‐

３
６
９
０
）。
締
切
り
／
３
月
23
日
（
木
）

65
歳
以
上
の
方
の
た
め
の
運
動
教
室

　
　
　
　
　

元
気
塾
の
ご
案
内

講
座
・
教
室

健　

康

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》

日
時
／
３
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
３
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
人
権
学
習
（
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
）》

日
時
／
３
月
24
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
半
～
正
午
、

　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
半

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
３
月
23
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
マ
ン
ダ
ラ

を
塗
り
ま
し
ょ
う
」】

日
時
／
３
月
15
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

　
　
　

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
６
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
３
月
15
日
（
水
）・
22
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
５
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は

年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な

ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

子 

育 

て

【
乳
幼
児
健
診
】

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
３
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
28
・
11
・
５
～
Ｈ
29
・
１
・
４
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
10
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
26
・
８
・
17
～
Ｈ
26
・
10
・
７
生
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ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
３
月
27
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
27
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
３
月
17
日
（
金
）・
４
月
７
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
発
達
相
談
》

日
時
／
３
月
23
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
発
達
相
談
は
予
約
制
で
す

《
育
児
相
談
》

日
時
／
４
月
12
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
82

‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
３
月
28
日
（
火
）・
４
月
11
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

給
水
を
停
止
し
ま
す
！　

水
道
料
金
の
未
納
の
方
は
ご
注
意
を
！

　

井
手
町
の
水
道
は
、
使
用
者
か
ら
の
料
金

収
入
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水

道
料
金
が
納
付
さ
れ
な
い
と
、
事
業
の
経
営

に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

負
担
の
公
平
と
水
道
事
業
の
円
滑
な
経
営
の

た
め
、
水
道
料
金
は
期
限
内
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
料
金
が
未
納
の
方
に
対
し
て
は
、

給
水
条
例
に
基
づ
き
給
水
を
停
止
し
ま
す
の

で
、
早
急
に
お
支
払
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
上
下
水
道
課
（
℡
82

‐
６
１
６
９
）
ま
で

平成２９年度自衛官募集案内
１　募集種目及び試験期日等

募集職種 受付期間 試験期日 資　格

予備自
衛官補

一　般
第１回
平成２８年１２月２２日（木）
　　　～２９年４月７日（金）
第２回
７月１日（土）～９月１５日（金）
※第１回で採用予定数に達した場
合、第２回は実施しない場合があ
ります。

第１回
　４月１４日（金）～１８日（火）
第２回
　９月３０日（土）～１０月３日（火）

１８歳以上３４歳未満の者

技　能
１８歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により５３
歳未満～５５歳未満の者）

幹　部
候補生

一　般
（大卒程度）

３月１日（水）～５月５日（金）

１次
　５月１３日（土）・１４日（日）
２次
　６月１３日（火）～１６日（金）

２２歳以上２６歳未満の者
（２０歳以上２２歳未満の者は
大卒（見込含）、修士課程修了
者等（見込含）は２８歳未満）。
自衛官は２８歳未満

一　般
（医卒者）

修士課程修了者等（見込含）
で２０歳以上２８歳未満の者

歯　科
・

薬剤師

１次
　５月１３日（土）
２次
　６月１３日（火）～１６日（金）

専門の大卒（見込含）２０歳
以上３０歳未満の者（薬剤は
２０歳以上２６歳未満の者（薬
学修士学位取得者は２８歳未
満））

自衛官候補生 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。※ １８歳以上２７歳未満の者
　（注）※平成３０年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者の採用試験は、
　　　　原則として平成２９年９月１６日以降に行います。詳細につきましては、下記にご確認ください。
２　受付及び問い合わせ先
　（１）　自衛隊京都地方協力本部（京都市中京区西ノ京笠殿町３８　℡ ０７５－８０３－０８２１）
　（２）　宇治地域事務所（宇治市広野町西浦７１－５　S.C OKUBO ２０２号室　℡４４－７１３９）
　（３）　その他　自衛隊各駐屯地・各基地においても案内を行っています
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星をつける女
原 宏一
　世界的な「食の格付け本」
の元「格付け人」、牧村紗英。
独立し会社を興した彼女は、
学生時代の先輩で相棒の真
山幸太郎と、人気店の覆面
調査と格付けを開始するが
…。

親子でからだあそび
佐藤 弘道
　健やかな成長のために運
動は欠かせません。親子で
いっしょにできる「からだ
あそび」、タオルやレジ袋な
ど身近なものを使ったあそ
びなどを紹介します。年齢
の目安を明記した、あそび
の種類別索引付き。

とらさんおねがいおきないで
ブリッタ・テッケントラップ
　眠っているとらさんを起
こさないように、動物たち
は風船につかまってとらさ
んを飛び越えることに。み
んながとらさんを起こした
くなかった理由は－。とら
さんをなでたり、風船に息
をふきかけたり…。心と体
で楽しむ絵本。

山中伸弥物語
上坂 和美
　２０１２年、ノーベル生
理学・医学賞を受賞した山
中伸弥先生。だが、受賞に
いたるまでの道のりは、決
して順調なものではなかっ
た…。山中先生の生き方を
通じて、あきらめず、粘り
強く生きることの大切さを
伝える。

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
13
・
21
・
27
・
30
日

４
月
３
・
10
・
17
・
24
・
27
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

３
月

一
般
書

「
雪
つ
も
り
し
朝 

二
・
二
六
の

人
々
」　　
　
　
　

  

植
松 

三
十
里

「
ビ
ニ
ー
ル
傘
」　　
　
　

岸 

政
彦

「
テ
ロ
リ
ス
ト
の
処
方
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
坂
部 

羊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
主
君 

井
伊
の
赤
鬼
・
直
政
伝
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
殿 

円

「
本
を
守
ろ
う
と
す
る
猫
の
話
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

夏
川 
草
介

「
ち
ょ
っ
と
早
め
の
老
い
支
度 

続
々
」　　
　
　
　
　

 

岸
本 

葉
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
そ
の
イ
タ
ズ
ラ
は
子
ど
も
が
伸
び

る
サ
イ
ン
で
す
」　　

 

伊
藤 

美
佳

児
童
書

「
げ
ん
き
に
お
で
か
け
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
味 

太
郎

「
あ
か
で
す
よ
あ
お
で
す
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

か
こ 

さ
と
し

「
あ
さ
で
す
よ
よ
る
で
す
よ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

か
こ 

さ
と
し

「
ネ
ト
ゲ
中
毒
」　　

鎌
倉 

ま
し
ろ

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
炎
上
」　　
　

長
江 

優
子

３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

３
月
11
日
（
土
）・
４
月
８
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら

図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
図
書
館
講
座
》

３
月
17
日
（
金
）
午
後
２
時
30
分

か
ら

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会

Ａ　

国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、

被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

〈
被
保
険
者
資
格
取
得
届
〉

・
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
（
20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
加
入
に

関
す
る
届
出
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

〈
被
保
険
者
種
別
変
更
届
〉

・
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
ま
で
に
退
職
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
と
き

・
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
（
配
偶
者
が
65
歳
に
達
し
て
第
２
号
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
と
き
を
含
む
）

・
収
入
が
増
え
、
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く

な
っ
た
と
き
（
パ
ー
ト
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と
き
）

　

お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
ま
で
（
℡
82
‐
６
１
６
４
）

室　《図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

３
月
10
日
（
金
）
～
30
日
（
木
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
展
示

ロ
ビ
ー

３
月
・
４
月
の
出
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広報いで H29-0315

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（3月 11 日～ 4月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 4 月 6 日 3 月 30 日 3 月 23 日 3 月 16 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 4 月 7 日 3 月 31 日 3 月 24 日 3 月 16 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 3 月 16 日 3 月 30 日 3 月 23 日 4 月 9 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収 集 区 域

3月23日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、
茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

3月24日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

3月27日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

3月28日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

3月29日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

3月30日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

3月31日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

ビンの日に出せるもの、出し方
●ビン（洋酒・ジュース・ドリンク・調味料などのあきビン）を出すことが出来ます。
●キャップを必ず外し、簡単な水洗いをした後、中身の見える袋に入れてください。
●キャップはその他ごみに出してください。
●業者に引き取ってもらえるビンは出さないでください。
●乳白色のビン、コップ、陶磁器類、ガラス、電球、蛍光灯、体温計等は〈その他ごみの日〉
　です。割れて危ないものは厳重に包み、《割れ物》と表示してください。

（ビン）



月日 曜日 行　　　　事

3/11 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

12 日 第 31回井手町解放文化祭（午前 10時～、いづみ人権交流センター）

13 月 手芸教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
トールペイント教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

14 火
のびのびクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

15 水
社協生き生きサロン【マンダラを塗りましょう】（午後１時半～、玉泉苑）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、午後７時～、いづみ人権交流センター )

16 木 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

17 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
図書館講座（午後２時半～４時半、山吹ふれあいセンター集会室）

18 土

19 日

20 月 春分の日

21 火
すくすくクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）
中華料理教室（午前 10時～、午後６時半～、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

22 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
生き生き体操教室（午後１時半～３時半、玉泉苑）

23 木
発達相談（保健センター、予約制）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

24 金
大正琴教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前 11時半～、午後３時～、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

25 土

26 日 第 20回ふれあい福祉まつり（午前 10時～、玉泉苑及び駐車場）

27 月
手芸教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

28 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
29 水

30 木 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
31 金

4/1 土 無火災デー防火パレード
2 日

3 月 乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

4 火

5 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑）
6 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
7 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
8 土 親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）
9 日

10 月 ２歳６カ月児歯科健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
生き生き体操教室（午後１時半～３時半、賀泉苑）

おめでとうございます まちのカレンダー
（3月11日～4月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

地域創生推進室 0774-82-6170

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000

井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(1 月 21 日から 2月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人

井 手 新 田　賢
けん

 正
せい

純 平

井 手 永 山　壮
そう

 太
た

祐 貴

井 手 髙 木　つばさ 裕 幸

〈
出
生
〉


